
、

行
　
　
館
次
番

廃
　
　
　
民

日
号
公
清
6

25

　
　
町

月
8
代
沢
代

122

松
　
松

年
－
郡
富

43

第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

刷所　1印刷松代印

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
提
上

　
十
二
月
十
七
・
十
八
日
の
両
日
に
わ

た
り
第
四
回
の
町
議
会
定
例
会
が
開
か
、

れ
ま
し
た
。

　
尚
当
日
は
町
の
婦
人
会
約
四
十
名
が

傍
聴
席
を
う
め
、
一
日
中
議
会
会
議
方

法
や
、
地
方
行
政
の
学
習
を
熱
心
に
続

け
ま
し
た
。

　
当
日
議
決
さ
れ
ま
し
た
議
題
は
次
の

通
り
で
す
。

報
告
事
項

　
ω
総
務
文
教
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
　
町
内
各
学
校
の
営
繕
状
況
を
視
察

　
　
し
四
十
四
年
度
の
教
育
予
算
の
参

　
　
考
に
資
す
る
た
め
。

　
③
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
　
唱
柑
四
十
四
年
度
計
画
予
定
の
た

　
め
道
路
橋
梁
な
ど
の

　
調
査
。

⑧
社
会
常
任
委
員
会
調

　
査
報
告

　
衛
生
行
政
の
先
進
地

　
を
視
察
し
て
そ
の
知

　
識
を
深
め
、
こ
れ
か

　
ら
の
施
策
に
寄
与
す

　
る
た
め
。

④
昭
和
四
十
三
年
度
松

　
代
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
専
決
事
項
報
告

　
　
補
正
額
才
入
才
出

　
　
と
も
二
三
七
万
円

　
　
で
農
林
業
費
（
才

　
　
入
は
県
支
出
金
な

　
　
ど
）
応
急
対
策
用

　
　
ポ
ン
プ
購
入
費
に

　
　
あ
て
る
。

議
第
一
号
　
新
潟
県
町

　
村
人
事
事
務
組
合
を

　
組
織
す
る
地
方
公
共

　
団
体
の
数
の
増
減
及

　
び
規
約
変
更
に
つ
い

　
て
。
　
（
こ
の
こ
と
に

　
つ
い
て
は
松
代
町
に

　
は
関
係
が
な
い
の
で

　
省
略
す
る
）

議
第
二
号
　
職
員
団
体

　
の
業
務
に
も
っ
ば
ら

　
従
事
す
る
職
員
に
関
す
る
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
三
号
　
職
員
の
職
務
に
專
念
す
る

　
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
四
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
五
号
　
松
代
町
職
員
の
休
日
、
休

　
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
六
号
　
松
代
町
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
収
入
支
出
共
に
一
、
四
三
九
、
○

　
○
○
円
を
追
加
す
る
）

◎
収
入
　
国
庫
支
出
金
　
四
七
七
万
円

　
　
　
　
町
　
債
　
　
　
五
四
〇
万
円

な
ど
が
主
な
も
の
で

◎
支
出
　
総
務
費
　
　
　
　
ニ
ハ
万
円

　
　
　
　
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費

　
　
　
　
衛
生
費
　
　
　
　
三
一
万
円

　
　
　
　
　
日
脳
ワ
ク
チ
ン
代
他

　
　
　
　
教
育
費
　
　
　
三
六
八
万
円

　
　
　
　
　
学
校
管
理
費
三
六
〇
万
円

　
　
　
　
　
教
育
振
興
費
　
　
三
万
円

　
　
　
　
　
保
健
体
育
費
　
　
四
万
円

　
　
　
　
林
業
費
　
　
　
△
九
九
万
円

議
第
七
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
。

議
第
八
号
　
松
代
町
営
住
宅
条
例
の
一

　
部
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
入
居
資
格
の
内
、
第
一
種
公
営
住

　
宅
の
入
居
申
込
目
に
二
万
円
以
上
三

　
万
六
千
円
の
収
入
が
あ
る
も
の
と
あ

　
る
を
二
万
四
千
円
か
ら
四
万
円
と
改

　
正
す
る
）

尚
そ
の
他
、
一
般
質
間
も
行
な
わ
れ
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
提
上
さ
れ
た
全

議
題
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
は
議
会
状
況
）

（1）



福
島
林
道
完
成
及
び

福
島
橋
渡
橋
式
行
わ
る

　
七
年
の
歳
月
と
二
千
七
百
万
円
の
工

事
費
を
以
っ
て
、
巾
員
四
メ
ー
ト
ル
、

延
長
二
千
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
、
永
久

橋
十
八
メ
ー
ト
ル
、
一
ケ
所
が
こ
の
程

完
成
し
、
そ
の
完
工
式
と
福
島
橋
の
渡

橋
式
が
去
る
十
二
月
八
日
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
部
落
民
が
一
致
協
力
し
て
七
年
も
の

永
い
間
、
潰
地
の
間
題
、
労
彷
力
の
間

題
、
そ
れ
に
も
増
し
て
苦
し
い
地
元
負

担
金
の
問
題
を
克
復
し
て
完
成
し
た
喜

び
は
大
き
く
、
部
落
全
員
が
集
っ
て
、

（
完
成
し
た
福
島
橋
）

1
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
1

然
も
十
二
月
に
は
珍
ら
し
い
快
晴
に
恵

ま
れ
、
神
官
の
祝
詞
も
、
渋
海
の
清
流

め
中
に
消
え
て
行
く
程
で
し
た
。

　
こ
の
日
、
町
長
、
町
内
各
関
係
者
を

初
め
と
し
、
上
越
総
合
庁
舎
、
県
よ
り

代
表
者
も
出
席
さ
れ
、
共
に
喜
び
を
わ

か
ち
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
積
極
的
に
部
落
の
開
発
に
取
組
む
、

地
元
の
方
々
の
、
明
日
へ
の
村
づ
く
り

に
対
す
る
熱
意
が
、
地
域
条
件
を
変
え

て
行
き
、
そ
の
成
果
が
必
ず
期
待
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
深
い
敬
意
を

表
ら
わ
す
と
共
に
、
今
後
の
活
動
を
心

か
ら
願
う
も
の
で
す
。

（
お
ご
そ
か
に
渡
橋
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

供
米
遂
に
五
万
太
千
俵
に

昨
年
を
六
千
俵
も
上
廻
る

　
数
年
来
の
大
雪
に
見
舞
れ
、
そ
の
作

付
け
と
収
穫
が
心
配
さ
れ
て
い
た
松
代

町
の
本
年
度
の
米
作
は
、
そ
の
後
の
順

調
な
天
候
と
気
温
に
恵
ま
れ
、
春
先
の

予
想
を
大
き
く
覆
し
て
豊
作
と
な
り
、

農
家
の
人
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
町
産
業
課
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
三

農
協
の
供
米
合
計
は
五
万
九
千
五
十
四

俵
と
な
り
、
昨
年
度
の
供
米
高
を
大
き

く
上
廻
る
数
量
に
、
各
農
協
と
も
、
倉

庫
の
確
保
に
大
童
と
い
う
現
状
で
し
た

各
農
協
別
の
供
米
数
は
別
表
の
通
り
で

す
が
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
よ
り
二
千
俵

以
上
多
く
、

こ
の
数
量
は

松
代
町
で
過

去
最
一
ロ
同
の
も
べ

の
で
す
。

　
と
か
く
に
調

間
題
に
な
っ

て
い
る
米
の
数

こ
と
で
す
が

当
地
方
を
考
荷

え
て
、
今
後

益
垂
産
増
出

強
窯
願
い
米

す
る
と
共
に

今
年
度
の
御
供

苦
労
を
謝
す

と
の
こ
と
で

』
し
た
。

，
　
暫
『
」

計奴奈川1合平山代松年産別

14，756i59，054俵

12，717、52・282
　　　　　　し
11，522145，938

17，276

15，173

13，800

27，022

24，392

20，617

43年

42

41

（2）

松
代
家
畜
市
場
の

　
　
　
　
全
日
程
絡
る

　
十
一
月
十
五
日
を
最
後
に
本
年
度
の

家
畜
市
場
が
終
っ
た
の
で
そ
の
取
引
状

況
を
地
区
別
に
纒
め
た
の
が
左
表
で
す

43年度松代家畜市場成績表
松代地区 山平地区 奴奈川地区 松之山地区 浦田地区

売買頭数 152ト 95 35 68 142

売上金額 13，305，400円 8，283，800 3，093，800 5，295，200 12，596，300

最高
価額

メ　　ス

オ　　ス

（去）ヌキ

127，700円

m，600
128，700

126，800
89，700

125，100

125，200
59，500

105，200

128，200
87，700

13i，000

130，000
110，100
11ア，100

平均
価額

メ　　ス

オ　　ス

（去）ヌキ

94，168円
70，500

86，508

90，665

72，050

88，745

94，767

59，500

83，031

85，572

66，916

78，845

96，795

75，019

82，420

　
取
引
頭
数
は
こ
』
数
年
、
横
バ
イ
状

況
で
す
が
取
引
金
額
は
少
し
づ
』
増
え

て
い
ま
す
。

　
切
角
県
か
ら
和
牛
生
産
基
地
と
し
て

指
定
さ
れ
野
草
の
豊
富
な
立
地
条
件
の

よ
い
当
地
方
と
し
て
、
今
後
農
家
経
営

の
中
に
和
牛
を
如
何
に
取
り
入
れ
る
べ

き
か
真
剣
に
考
え
て
当
地
の
特
産
物
と

し
て
生
産
を
延
ば
し
て
行
き
度
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
肉
牛
と
し
て
多
頭
飼
育
農
家

が
漸
増
の
傾
向
に
あ
り
関
係
者
を
喜
ば

せ
て
い
る
が
、
牛
の
病
気
も
多
種
多
様

に
互
り
、
殊
に
死
廃
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
家
畜
共
済
に
は
な
る
べ
く
高

額
加
入
を
な
し
、
損
害
を
最
少
限
度
に

く
い
止
め
た
い
も
の
で
す
。
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一

　
過
日
、
農
業
経
営
青
年
研
修
会
に
参

加
し
た
、
東
山
の
山
岸
益
夫
さ
ん
が
こ

の
程
、
そ
の
感
想
を
教
育
委
員
会
に
寄

せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
毎
年
、
こ
う
し
た
青
年
の
方

々
を
県
内
に
派
遣
し
て
、
知
識
や
技
術

を
修
得
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
成
果

を
地
域
発
展
の
為
、
役
立
て
～
い
た
父

き
た
く
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
一
円
の
青
年
と
共
に
語
り
合
い

問
題
点
の
追
求
に
一
生
懸
命
な
青
年
の

姿
は
、
明
日
の
町
づ
く
り
に
か
N
せ
な

い
も
の
で
す
の
で
、
同
君
の
感
想
文
を

皆
さ
ん
に
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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岸
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私
は
去
る
十
一
月
十
九
よ
り
十
六
日

間
に
わ
た
っ
て
県
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー

に
於
て
実
施
さ
れ
た
農
業
経
営
青
年
研

修
会
に
参
加
し
て
、
多
く
の
も
の
を
学

ぶ
と
共
に
、
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
っ
た
。

　
内
容
は
「
複
式
簿
記
の
理
論
と
実
務
」

「
経
営
設
計
の
立
て
方
と
診
断
」
を
主
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
N
H
K
推
選

の
優
秀
農
家
に
選
ば
れ
た
山
の
内
氏
の

事
例
発
表
や
、
四
十
二
年
度
八
三
一
キ

ロ
あ
げ
て
、
多
収
穫
県
一
位
に
な
っ
た

笠
巻
氏
の
お
宅
を
訪
門
し
て
の
現
地
研

修
等
、
非
常
に
充
実
し
た
日
程
で
あ
っ

た
。　
簿
記
に
あ
っ
て
は
、
宿
題
の
整
理
で

夜
の
十
二
時
ま
で
か
か
っ
て
も
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
き

び
し
い
毎
日
が
続
い
た
が
、
研
修
生
は

皆
よ
く
や
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
研
修
内
容
は
こ
れ
か
ら

の
近
代
化
農
業
を
経
営
し
て
ゆ
く
上
に

絶
対
必
要
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が

私
は
こ
の
ほ
か
に
沢
山
の
収
穫
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
。

　
そ
の
一
つ
を
上
げ
れ
ぽ
、
現
代
若
人

の
意
欲
に
燃
え
た
経
営
態
度
で
あ
る
。

事
例
発
表
後
の
討
議
、
経
営
設
計
に
つ

い
て
の
討
議
、
又
同
期
に
実
施
さ
れ
た

女
子
総
合
研
修
生
と
の
交
換
ミ
ー
テ
ン

グ
等
、
数
々
の
話
し
合
い
の
場
が
も
た

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
、
時
間
の
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
て
話
し
合
っ
た
。
男
性
は
一

様
に
、
米
作
農
業
の
将
来
を
憂
い
、
米

十
ア
ル
フ
ア
を
熱
心
に
研
究
し
て
お
り

女
性
は
、
親
譲
り
の
農
業
を
そ
の
ま
ま

継
承
し
て
ゆ
く
よ
う
な
惰
性
的
男
性
の

と
こ
ろ
に
は
嫁
に
行
き
た
く
な
い
と
訴

え
て
き
た
。
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い

が
、
お
互
に
自
覚
と
研
究
的
態
度
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　
一
見
不
真
地
目
に
も
見
え
る
振
舞
い

を
し
て
い
る
彼
等
が
、
こ
と
経
営
や
農

業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

に
な
る
と
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
議
論

す
る
姿
に
現
代
青
年
の
生
き
方
を
知
り

新
ら
た
な
る
斗
志
を
覚
え
た
。

　
私
は
、
此
の
研
修
会
を
振
り
返
っ
て

遺
憾
に
思
う
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ

れ
は
上
越
地
区
か
ら
の
参
加
者
が
少
い

こ
と
で
あ
る
。
経
営
に
つ
い
て
は
私
だ

け
、
女
子
総
合
で
高
田
、
新
井
か
ら
各

二
名
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
後
、

此
の
よ
う
な
研
修
に
よ
り
多
く
の
青
年

が
参
加
し
、
経
営
技
術
を
身
に
つ
け
る

と
共
に
、
大
い
に
意
見
交
換
の
場
を
持

ち
、
新
し
い
農
村
造
り
の
源
動
力
と
な

ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
あ
ま
り
、
あ
え

て
ペ
ン
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

③

　
千
年
部
落
は
、
町
の
中
心
松
代
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ど
近
く
、
部
落
祭
礼
な
ど
殆
ん
と
松
代

と
同
じ
で
あ
る
が
、
早
く
よ
り
集
会
所

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
昭
和
二
十
三

年
八
月
、
部
落
中
央
の
空
地
に
、
木
造

二
階
建
（
階
下
作
業
場
）
を
建
築
し
、

当
時
の
青
年
会
が
管
理
の
主
体
と
な
り

二
階
六
十
八
畳
（
収
容
人
員
約
二
百
名
）

の
集
会
所
を
も
っ
た
。

　
こ
N
で
は
部
落
行
政
制
度
の
改
革
も

早
く
行
い
、
そ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
部

落
行
政
の
運
営
を
お
し
進
め
て
来
た
が

公
民
教
育
と
い
う
立
場
で
乗
り
出
し
た

の
は
最
近
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
、
婦

人
会
、
青
年
会
が
中
心
と
な
り
、
先
ず

そ
の
組
織
の
大
き
さ
を
誇
る
婦
人
会
（

約
九
十
名
）
が
、
学
級
活
動
を
通
じ
て

千
年
部
落
公
民
館
の
巻

環
境
衛
生
に
の
り
出
し
、
月
二
回
の
一

斉
消
毒
を
初
め
た
。
勿
論
学
習
内
容
は

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
自
ら
の
間

題
発
見
に
は
遠
い
感
が
す
る
。

　
一
時
ま
っ
た
く
姿
を
ひ
そ
め
た
青
年

会
活
動
は
、
そ
の
面
目
を
一
新
し
、
昨

年
度
よ
り
活
澄
に
動
き
出
し
、
部
落
行

政
の
中
に
も
青
年
の
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
く
真
険
に
取
組
ん
で
い
る
。
そ
の
事

が
部
落
全
体
の
活
気
を
作
り
つ
つ
あ
る

事
は
事
実
で
、
青
年
の
位
置
づ
け
が
再

認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
又
老
人
ク
ラ
ブ
は
昨
年
度
よ
り
仲
間

づ
く
り
の
学
習
体
制
を
進
め
て
い
る
が

そ
れ
を
脱
皮
し
、
よ
り
必
要
な
学
習
へ

の
移
行
を
見
せ
初
め
、
視
聴
覚
な
ど
を

大
い
に
取
入
れ
、
目
で
み
る
学
間
を
考

え
て
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
学
習
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の

リ
ー
ダ
ー
に
ょ
る
所
が
多
く
、
そ
の
企

画
や
運
営
は
常
に
慎
重
に
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
こ
の
部
落
公
民
館
は
各

学
習
団
体
の
総
合
的
な
、
公
民
教
育
の

計
画
を
た
て
、
住
民
の
よ
り
よ
い
集
り

の
場
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
連
絡
調
整
は
大
変
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
こ
の
部
落
で
は
今
そ
れ
が
必

要
で
あ
り
、
又
各
学
習
団
体
や
、
婦
人

会
、
青
年
会
な
ど
が
望
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
公
民
館
が
今

や
住
民
に
と
っ
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
事
実
に
深
い
敬

意
を
表
す
る
と
共
に
、
今
後
の
運
営
発

展
を
深
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

（3）



葉
た
ば
こ
の
収
納
終
る

　
本
年
度
の
葉
た
ぽ
こ
の
収
納
も
十
一

月
二
十
九
日
よ
り
浦
川
原
収
納
所
で
行

わ
れ
こ
の
程
完
了
し
た
が
恵
ま
れ
た
天

候
に
よ
り
予
期
以
上
の
成
績
を
納
め
た

労
力
的
に
若
干
問
題
が
あ
る
が
こ
れ
も

蓮
用
で
相
当
軽
減
で
き
る
し
、
何
ん
と

言
っ
て
も
最
低
七
割
の
保
証
と
価
格
の

安
定
が
魅
力
で
す
。

成
績
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
名

　奴山松
計奈
　川平代

璽幽

「
収
納
代
金
（
円
）

一
反
当
り
の

収
納
代
金

　
　
　
一
巷
塁
豊

一
、
三
〇
五
』

　
　
　
　
　
　
　
一

、
一
擁
、
「
士
一
仁
n
。　
董

　
　
　
　
　
　
　
｝

一
、
六
四
。
篭
、
菱
、
§

一
一
五
、
二
二
一
円

八
○
、
一
究

杢
三
七
一

一
〇
八
、
〇
六
五

種

哩
5
牙

、
耕
作
反
別
．

反最最
叢高大

高収耕
覇納作

者者者

三
〇
畝

毛四

燈
　
　
額

三
〇
二
、
七
九
〇
円

毫
二
、
三
五

一
五
〇
、
七
三
九

　
日
増
に
ち
ぢ
ま
る
日
あ
し
と
と
も
に

年
の
瀬
も
迫
り
何
か
と
気
忙
し
い
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。
年
末
は
人
や
車
の
出

入
や
お
金
の
動
き
が
活
発
と
な
り
家
に

も
外
に
も
注
意
が
行
届
か
な
く
な
り
が

ち
で
す
。
尚
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
新
聞

テ
レ
ビ
等
で
見
ら
れ
ま
す
交
通
事
故
に

ょ
る
死
傷
者
数
は
史
上
空
前
で
あ
り
、

過
日
警
察
庁
か
ら
の
本
年
一
月
か
ら
九

一
一一一町ぐるみ一となりと協力

　　灘難嚢難蕪難嚢

月
ま
で
の
全
国
の
交

通
事
故
概
況
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
そ
れ

に
よ
る
と
死
亡
者
は

遂
に
一
万
三
十
三
人

を
数
え
、
毎
目
三
十

七
人
が
死
亡
し
て
お

り
、
重
軽
傷
者
は
五

轟
搬
櫛
九
万
一
千
三
百
三
＋

？
球
壕
∴
三
人
で
毎
日
二
千
百

轟
騰
櫛
五
＋
八
人
が
全
国
の

剛
難
鮒
製
論
遷
囎

灘
撚
曙
計
噸
蹴
鞄

し
　
ロ
　
る
　
　
ら
　
ら
　
　
ら

訊
呉
軽
警
の
あ
る
ご
家
庭
で
は

　
　
　
　
常
に
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
に
留
意
し
歳
末
を
明

　
　
　
　
る
い
も
の
に
す
る
為

次
の
目
標
を
よ
く
守
り
明
る
い
新
年
を

迎
え
、
平
和
な
松
代
町
の
建
設
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目

標

1
．
盗
難
防
止

◎
外
出
す
る
と
ぎ
や
夜
お
休
み
の
前
に

　
必
ず
カ
ギ
か
け
を
励
行
す
る
。

◎
金
銭
の
出
入
り
の
多
い
商
店
で
は
夜

　
は
完
全
な
（
カ
ギ
）
か
け
を
わ
す
れ
ず

　
に
又
い
つ
も
店
舗
に
出
て
（
ス
キ
）
を

　
見
せ
な
い
こ
と
。

2
．
交
通
事
故
防
止

◎
こ
れ
か
ら
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

　
り
こ
れ
が
原
因
で
お
も
わ
ぬ
大
事
故

　
が
発
生
し
や
す
い
も
の
で
す
。
飲
酒

　
運
転
の
危
険
な
こ
と
や
悪
い
こ
と
は

　
誰
で
も
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◎
車
を
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い

◎
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

◎
車
を
運
転
し
て
き
た
人
に
は
お
母
さ

　
ん
方
は
絶
対
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

　
こ
の
三
つ
を
勇
気
を
も
っ
て
実
行
し

　
ま
し
よ
う
。

※
運
転
者
な
か
せ
の
積
雪
凍
結
の
時
期

に
入
り
ま
す
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
安

全
連
転
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

◎
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
チ
ェ
ン
を
携
行
着

　
装
し
て
下
さ
い
。

◎
急
ブ
レ
ー
キ
の
停
止
距
離
は
夏
場
停

　
止
距
離
の
2
倍
以
上
を
必
要
と
し
ま

　
す
。

◎
車
間
距
離
も
夏
場
の
2
倍
以
上
必
要

　
で
あ
り
充
分
注
意
す
る
様
。

◎
歩
行
者
に
お
い
て
は
自
動
車
の
停
止

　
距
離
が
長
く
な
る
の
で
横
断
す
る
と

　
き
は
確
実
な
合
図
を
す
る
。

3
．
火
災
防
止

◎
火
気
取
扱
い
場
所
の
再
点
検
。

◎
取
灰
の
始
末
は
確
実
に
。

◎
ね
る
前
出
る
前
に
必
ず
火
の
元
を

　
た
し
か
め
る
。

◎
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
使
用
後
は
必
ず
元
栓

　
を
し
っ
か
り
と
締
め
て
お
く
。

◎
石
油
ガ
ス
コ
ソ
ロ
、
L
P
ガ
ス
等
の

　
機
能
を
確
か
め
る
。

◎
特
に
L
P
ガ
ス
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
つ

　
い
て
は
（
ひ
び
割
）
を
見
た
場
合
は
急

　
い
で
取
替
え
る
こ
と
。

◎
ホ
ー
ス
に
は
必
ず
（
パ
ン
ド
）
を
取
つ

　
け
る
こ
と
。

◎
ボ
ン
ベ
を
家
外
に
出
し
て
お
く
家
庭

　
で
は
ホ
ー
ス
及
び
パ
イ
プ
が
雪
の
為

　
チ
ギ
レ
た
り
し
な
い
よ
う
に
完
全
に

　4（

　
覆
い
を
す
る
。

◎
出
入
口
の
除
雪
は
完
全
に
、
道
路
は

　
常
に
広
く
非
常
の
際
に
備
え
ま
し
よ

　
う
○

◎
各
家
庭
に
は
消
火
器
を
必
ず
備
え
ま

　
し
よ
う
。

　
県
下
一
〇
五
市
町
村
が
共
同
で
（
新

潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
）
を
組
織
し

て
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
を
受
け
ら
れ

た
方
々
を
皆
の
手
で
救
済
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
は
わ
ず
か
な
会
費
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
を
受
け
ヤ

会
員
の
方
は
ご
く
早
い
期
間
の
内
に
見

舞
金
が
う
け
ら
れ
す
ぐ
出
費
に
当
て
て

い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。
万
一
に
備
え

て
一
人
で
も
多
く
会
員
と
な
ら
れ
ま
す

よ
う
特
に
出
稼
の
方
方
に
お
す
す
め
し

ま
す
。

画
見
舞
金
支
給
の
対
象
と
な
る
交
通
事

故
と
は
、

L
運
行
中
の
車
両
等
の
衝
突
墜
落
、
転

　
覆
、
車
両
等
か
ら
の
転
落
車
と
人
と

　
の
接
触
そ
の
他
踏
切
で
汽
車
、
電
車

　
等
に
は
ね
ら
れ
た
場
合
な
ど
の
交
通

　
事
故
で
日
本
国
内
に
お
い
て
発
生
し

　
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

囹
会
員
の
資
格
は
、

L
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
に
住
所
を

　
有
し
て
い
る
人
で
あ
っ
た
ら
年
令
の

　
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
会
費
を
納
め

　
た
翌
日
か
ら
会
員
に
な
れ
ま
す
。

囹
会
費
は
、

L
一
人
一
口
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。

　
（
但
し
中
学
生
以
下
は
一
人
三
百
円
）

　
中
途
加
入
の
人
は
会
費
の
割
引
が
あ

　
り
ま
す
。

　
会
費
納
入
後
は
中
途
に
や
め
ら
れ
て

　
も
会
費
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

画
共
済
期
間
は
、

L
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
で
す
が
今
年
に
限
り
九
月

　
一
日
か
ら
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
で
す
。
中
途
加
入
し
た
人
は
会
費
を

　
納
入
し
た
日
か
ら
共
済
期
間
が
始
ま

　
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。


